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超小型衛星 TSUBAMEにおけるγ線突発天体の位置決定手法に関する
研究
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超小型衛星TSUBAMEは東工大が打ち上げる 4機目の衛星であり、観測器としてガンマ線バースト (GRB)を
検知し位置決定を行う広視野バーストモニタ (WBM)と、X線領域での偏光度を測定する硬X線偏光計を搭載し、
超小型衛星である利点を活かした高速姿勢制御によって、GRB検出から 15秒以内での偏光観測開始を目指して
いる。
WBMは CsIシンチレータとアバランシェフォトダイオードで構成され、衛星筐体５面に設置される予定であ

り、入射してきたカウント数の変化からGRBの発生を検知し、カウント数の比からGRBの位置を決定する。
GRBの入射角度に対するWBMのカウント数のレスポンスは、CsIシンチレータの形や、周囲を覆うシールド

等によって変化する。そのため、WBMの構造の最適化を行うためには、事前のシミュレーションが必要不可欠
である。シミュレーションでは CsIシンチレータの形状やシールドの有無によって、またGRBの入射角度に対
してどのようなカウントが得られるかの見積もりや、他の衛星機器からのノイズを防ぐ電磁シールドと、軌道上
の荷電粒子を防ぐシールドが、十分にシールドの役目を果たした上でX線を透過するかを調べた。さらに、機上
で実行可能な効率的、高精度な位置決定アルゴリズムを検討し、バックグラウンド、GRB強度を考慮した上で位
置決定精度を見積もる。
本発表ではそれらのシミュレーションによる評価について報告する。


